
防衛技術シンポジウム２０１１講演資料 

東日本大震災に対する支援活動について 

 

 

平成２３年１１月９日 

防衛省技術研究本部長 

秋山 義孝 



東日本大震災に対する 技術研究本部の支援活動 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所の 

赤外線放射温度測定 

自衛隊が収集した 

空中放射能塵の分析測定 

支援活動 
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支援活動 

２ 



東北地方太平洋沖地震の発生から 防衛大臣指示までの流れ 

平成２３年３月１１日 １９：２０ 
内閣総理大臣は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所に関し、「原子力緊急事態
宣言」を発出 

内閣総理大臣は、官邸に「原子力災害対策本部」を設置し、防衛大
臣に対し、自衛隊の部隊等の派遣を要請 

平成２３年３月１２日 ０９：１５ 
内閣総理大臣は、東京電力株式会社福島第二原子力発電所に関
し、「原子力緊急事態宣言」を発出し、防衛大臣に対し、自衛隊の
部隊等の派遣を要請 

平成２３年３月１２日防衛大臣指示 
技術研究本部長に対し、「東京電力株式会社福島第一原子力発電所及び福島第二原
子力発電所における施設の温度測定、自衛隊が収集した空中放射能じんの分析」を実
施し、統合幕僚長はこれを支援せよ。 
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（原子力災害対策特別措置法第１５条第２項） 

（原子力災害対策特別措置法第１６条第第１項、第２０条第４項） 

（原子力災害対策特別措置法第１５条第第２項、第２０条第４項） 



東日本大震災に対する 技術研究本部の支援活動 
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写真はイメージ 

東日本大震災以降、札幌試験場に備蓄して

あった燃料（灯油）４００キロリットル（ドラム缶

２０００本相当）を、陸上自衛隊の輸送支援

等を得て、被災地域に提供 
札幌試験場 

被災地域 



平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災におきまして 

亡くなられた方々にご冥福をお祈り申し上げますとともに、 

被災された方々にお見舞い申し上げます。 

  

一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。 

 

技本の使命「信頼される装備品等の創製と国の安全保障への貢献」 

を果たして参りますので、 

今後とも、技本の研究開発活動へのご理解とご協力を賜りますよう、 

よろしくお願いいたします。 
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防衛省技術研究本部 
赤外線計測プロジェクト 
プロジェクトリーダー 
外園 博一 

福島第一原子力発電所の 
赤外線放射温度計測 

平成23年11月9日（水）  
10：20～10：40 

防衛技術シンポジウム2011 
ホテルグランドヒル市ヶ谷  新館3階 
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温度計測を報じる記事① 

東京新聞 朝刊 

（２３．３．２０） 

毎日新聞 朝刊 

（２３．３．２１） 

毎日新聞 ネット版 

（２３．３．１９） 
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温度計測を報じる記事② 
朝雲新聞 朝刊 

（２３．４．２８） 
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月日 赤外線放射温度計測 主な原発状況等 
３月１１日（金） 東日本大震災 発災 

３月１２日（土） １号機建屋 水素爆発 
３月１４日（月） ３号機建屋 水素爆発 
３月１５日（火） ２，４号機建屋にて爆発音 
３月１７日（木） 
 

自衛隊ヘリによる３号機使用済み燃料プールへの海
水投下。 

３月１８日（金） 事前準備～計測員市ヶ谷発。 自衛隊車両、在日米軍車両による３号機使用済み燃
料プールへの放水。 

３月１９日（土） 第１回赤外線計測を実施。省内災害対策本
部会議後、技本長が総理へ第１回計測結果
の報告。 

防衛大臣が臨時記者会見にて第１回計測結果を公表。 

３月２０日（日） 第２回赤外線計測を実施。省HPにて、計測
結果の公表を始める。 
省内災害対策本部会議後、技本長が総理へ
第２回計測結果の報告。 

４号機使用済燃料プールに対して自衛隊車両が放水。 
防衛大臣が臨時記者会見にて第２回計測結果を公表。 

３月２１日（月） 原則毎日、赤外線計測を実施することを防衛
省として確認。 

３号機から煙があがる。２号機でも煙を確認。 

３月２２日（火） １号機の圧力容器の温度が４００℃まで上昇。 
３号機中央制御室の照明が復帰。 

３月２３日（水） 第３回赤外線計測を実施。省内災害対策本
部会議後、総理へ第３回計測結果の報告。 

３号機から黒煙があがる。 

主な原発状況と赤外線放射温度計測の対応 

è 4月6日までは毎日、それ以降は2日に1回の計測を4月26日まで実施した。 
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１．概要 



6 

赤外線計測プロジェクト 概要 

プロジェクト対応日数 
 
赤外線計測期間 
 
全計測回数 
（CH47飛行回数） 
 
 
延べ計測組員数 
 
プロジェクト構成員 

： ４３日間（平成２３年３月１８日～４月２９日） 

： 平成２３年３月１９日（土）～４月２６日（火） 

： ２６回 
 （平成２３年３月１９日、２０日、２３日～４月６日
は原則毎日、８日～２０日は原則２日に１回） 

： １０１名  
 
： ７７名  
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赤外線計測プロジェクト 組織図 

車両チーム                  
本部、航空装備研究所の人員による 
合計：６名 

飛行チーム                  
チーム長、副チーム長およびチーム員 
合計：７名  

赤外線計測プロジェクト 

分析チーム                  
チーム長、副チーム長およびチーム員 
合計：１２名 

本部チーム                  
リーダー、副リーダーおよび構成員 
合計：１９名 

プロジェクトの事務 
 （各種調整、連絡、関連文書の作成等） 

赤外線計測の実施とこれに伴う調整等 
 （ヘリによる上空からの赤外線計測の実施） 

赤外線計測データの分析及び結果のまとめ 
 （赤外線計測結果を分析し、温度分布の取
得） 

計測チームおよび器材の輸送 
  （立川駐屯地⇔霞目駐屯地間の輸送） 

悪天候時の計測チームおよび器材の輸送 
  （立川駐屯地⇔霞目駐屯地間等の輸送） 

合計：７７名 

計測チーム                  
組長、副長および組員 
合計：３３名 （兼務は除く） 
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２．実施内容 



9 

立川駐屯地 

航空装備研究所 

JR立川駅 50km 
市ヶ谷 

北宇都宮駐屯地 

移動経路・手段と地理 

UH-1J（後送機） 

BK-117（人員等輸送） 

霞目駐屯地 

福島第一 
原子力発電所 

J ビレッジ 

CH-47JA（計測機） 
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計測・分析実施状況 

防衛省技術研究本部撮影 

計測ヘリ：CH-47JA（陸上自衛隊所属機） 
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計測・分析実施状況 

防衛省技術研究本部撮影 

機上での計測状況 分析状況 

輸送状況 
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福島第1原子力発電所上空での計測 

１号炉 

２号炉 

３号炉 

４号炉 

共用
プール 

防衛省技術研究本部撮影 

計測 
 
 計測は発電所の南側から開始し
、4、３、２、１号炉の順で行った。 
 
飛行高度 
 
 3,000ｆｔ（約900ｍ） 
（第1回のみ、1,000ｆｔ（約300ｍ）） 
 
計測回数 
 
  1回のフライトで基本5回計測 

 
計測     状況 
（２分２３秒） 
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赤外線計測カメラ 主要諸元 

使用カメラ ： 赤外線サーモグラフィ装置 H2640 
 
測定温度範囲 ： 0℃～500℃ （最大2,000℃までの計測レンジ拡張が可能） 
 
最小検知温度差 ： 0.03℃ 
 
測定波長 ： 8～13μm 
 
データ深度 ： 14bits 
 
フレームタイム ： 1/30秒 
 
２倍望遠レンズ ： 視野角10.9°×8.2° 
 
撮影範囲 ： 約170m×約130m （２倍望遠レンズ使用時、高度3,000ft） 
 
製造会社 ： NEC Avio赤外線テクノロジー㈱ 

NEC Avio赤外線テクノロジー㈱Webサイト 
（http://www.nec-avio.co.jp）より引用 

http://www.nec-avio.co.jp/�
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３．計測結果 
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計測結果① 
第3号炉（5回計測のうちの最高放射温度） 

放射温度写真 

表示温度範囲 
5～57℃ 

使用済燃料貯蔵 
プール上：５６℃ 

防衛省技術研究本部撮影 

3号炉 

格納容器上：２６℃ 

最高放射温度：５６℃ 

格納容器 プール

3/20 128℃ 62℃

3/23 35℃ 57℃

3/24 11℃ 31℃

3/25 32℃ 55℃

3/26 32℃ 64℃

3/27 28℃ 60℃

3/28 22℃ 59℃

3/29 39℃ 60℃

3/30 32℃ 57℃

3/31 15℃ 45℃

4/1 23℃ 55℃

4/2 38℃ 56℃

4/3 70℃ 56℃

4/4 20℃ 57℃

4/5 18℃ 56℃

4/6 32℃ 60℃

4/8 35℃ 56℃

4/10 23℃ 56℃

4/12 21℃ 59℃

4/14 68℃ 59℃

4/16 69℃ 55℃

4/18 31℃ 55℃

4/20 31℃ 55℃

4/24 23℃ 50℃

4/26 26℃ 56℃

月日
3号炉

高度：3,000 ft 

計測日：４月２６日 
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計測結果① 
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計測結果② 
第４号炉（5回計測のうちの最高放射温度） 

計測日：４月２６日 

放射温度写真 

最高放射温度：５４℃ 

4号炉 

防衛省技術研究本部撮影 

表示温度範囲 
5～55℃ 

使用済燃料貯蔵用 
プール上：５４℃ 

高度：3,000 ft 
月日 ４号炉

3/20 42℃

3/23 28℃

3/24 17℃

3/25 24℃

3/26 42℃

3/27 35℃

3/28 32℃

3/29 34℃

3/30 47℃

3/31 30℃

4/1 31℃

4/2 44℃

4/3 42℃

4/4 30℃

4/5 50℃

4/6 57℃

4/8 46℃

4/10 32℃

4/12 37℃

4/14 63℃

4/16 49℃

4/18 25℃

4/20 29℃

4/24 34℃

4/26 54℃
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計測データの配布先 

技術研究本部 
赤外線計測プロジェクトチーム 

 
 
防衛省内局関係課 
 広報課 
 事態対処課 
 国際政策課 
 防衛政策課 
 調査課 
各機関 
 統合幕僚監部 
 情報本部 

・総理官邸（官邸秘書官等） 
・内閣安全保障・危機管理室 
・経済産業省（原子力安全・保安院） 
・福島第一原子力発電所統合事故対策本部 
・東京電力 

技術計画官 
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結果の公開 

計測結果は防衛省のWebサイトにて即日、公表した。 
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４．放射線安全管理 
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放射線安全管理の実施状況 
 計測組員の放射線に関する安全管理は以下の２点について実施した。 
 
 
被爆線量の管理  
   è ２種類の線量計（γ線、中性子線）の携行 
 
内部被爆の防止  
   è ヨウ素剤の服用 
 
臨時健康診断 
   è 計測前後に実施 

法に定められた被爆線量限度 
 
通常時：１００mSv／5年 
    ただし、５０mSv／年を超えないこと 

 
緊急作業時： １００mSv 
    ただし、人事院により２５０mSvに引き上げ済（H23.3.17） 
                     
排気中の濃度限度は１ｍSv／週＝約６μSv／ｈ 

線量計（γ線、中性子線） 

ヨウ素剤 
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放射線安全管理の実施状況（計測組員の被爆管理） 
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第２回目以降の計測は飛行高度：3,000ftにて行った。 
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５．まとめ 
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まとめ 
 東日本大震災に伴う原子力災害に対応するため、福島第一原子力発電所上

空から赤外線カメラを用いた放射温度計測を行った。 

 

 計測開始当初、原子炉や燃料プールの温度計測系が計測不能となっており、

放水等による冷却効果の有無を得る手段がなかった。 

 

 このような状況下において、隊員の安全を最大限に保ちつつ、原子炉や燃料

プールの温度状況を具体的に計測する唯一の方法として、赤外線カメラを用い

た放射温度計測を行った。 

 

 この結果、懸念されていた温度上昇は見られず、当時の原子力災害に対する

不安の一要因を取り除くことに貢献することができた。 

 

 その後、直接温度計測が可能となる４月下旬までの間、技術研究本部の行っ

た放射温度計測は所期の目的を達成し、無事終了することができた。 



高空塵中の放射性物質の 

放射能濃度測定 

 

 

２３年１０ 

平成２３年１１月９日 

防衛省 技術研究本部 
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目   次 

1.高空塵収集試料測定の経緯及び枠組み 

2.先進技術推進センターにおける対応態勢 

3.高空塵収集から測定までの概要 

4.高空塵収集試料の測定結果 

5. まとめ 
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高空塵収集試料の測定の目的 

 

  福島第一及び第二原子力発電所から空中に放出 

される放射性物質の拡散状況について、垂直的高度 

も含め、三次元的に確認するため、防衛省航空機に 

集塵器を搭載し、我が国上空の塵埃に含まれた放射 

性物質の核種及び放射能濃度を高度別に測定する。 

【文部科学省ホームページ：「防衛省航空機による大気中の放出放射性物質 
 の放射能濃度の測定について」（平成23年3月25日）より】 
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高空塵収集試料の測定対応経緯 

準 

備 

23.3.23 
 

23.3.24 

センター対策本部長指示の細部要領について（第2報） 
  【試料の分析チーム設置】 
試料の分析チームによる準備作業開始 

測 
 

定 

23.3.26 
 
 
23.3.28 
 
23.4. 1   

チーム員緊急招集 
測定準備／チーム及び当直割り編成／チーム員配置 
試料到着／安全確認／前処理／測定開始  
36時間測定、解析実施後に結果の本部報告  
  【事後、2日に1回の測定（8時間測定）、4月1日までに4回実施】
文科省より「一旦、終了」の連絡  

態 

勢 

対     応     概     要 年月日 
23.3.12 
23.3.14 
原子力災害派遣の実施に関する防衛大臣指示 
原子力災害派遣の実施に関する防衛大臣指示について（通知） 
センター対策本部長指示及び細部要領について 
  【試料の測定態勢・方針の決定】 
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高空塵試料の収集、輸送及び分析機関 

航空自衛隊 
百里基地 

(財)日本分析ｾﾝﾀｰ 

筑波大学 
ｱｲｿﾄｰﾌﾟ総合ｾﾝﾀｰ 

先進技術推進ｾﾝﾀｰ 

航空自衛隊車両により 
各センターへの輸送を実施 
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先進技術推進センターの対応態勢 

遠藤技官 

岡田技官 

松田１尉 

室野井技官 

小林(美)技官 

増田技官 

御堂技官 

小原技官 

石田技官 

先進技術推進センター所長 

総括研究管理官 事業監理部管理課 

航空自衛隊百里基地 

       ：第１種放射線取扱主任者の有資格者 

試料分析チーム 
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航空自衛隊による高空塵試料の収集 

航空自衛隊百里基地 
Ｔ４練習機 

空気 

電動空気弁 

吊り金具 後部フィン 32 

流量積算計 収納器＆フィルタ 
295 

単位：cm 

Φ
47

 

Φ28 

集塵器構造 
集塵器内部及び集塵フィルタ 
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先進技術推進センターでの分析（１） 

試料の放射線レベル確認 試料の前処理作業（裁断） 

試料の測定用容器収納 
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先進技術推進センターでの分析（２） 

測定中における 

エネルギースペクトルの確認 

分析に用いた 

γ線核種分析装置 
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収集空域、高度及び分析機関 

年月日 収集高度 分析機関 

収集空域：百里－新潟 収集空域：福島沖 

収集高度 分析機関 

23.3.24 約3,000m 

23.3.25 約3,000m 

23.3.26 約3,200～
5,600m 

㈶日本分析センター 

㈶日本分析センター 

先進技術推進センター 

23.3.27 約4,400～
4,700m ㈶日本分析センター 

１ 

２ 

３ 

４ 

23.3.28 約2,300m 

23.3.29 約2,300m 

先進技術推進センター 

筑波大学アイソトープ 
総合センター 

23.3.30 約2,300m 先進技術推進センター 

５ 

６ 

７ 

23.3.31 

23.4.1 

８ 

９ 

約1,500～
3,000m 
約1,500m 

㈶日本分析センター 

㈶日本分析センター 

約1,000m 筑波大学アイソトープ 総合センター 

約1,000m 先進技術推進センター 

百里-新潟 

福島沖 百里基地 

百里-新潟 

福島沖 
百里基地 
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先進技術推進センターでの分析項目 

●γ線核種分析 

○○高空塵収集試料に含まれる放射性物質の核種

○○と核種ごとの濃度をγ線測定により分析 

●全β放射能濃度分析 

○○高空塵収集試料に含まれる全放射性物質の放

○○射能濃度（総量）を全β線の測定により分析 
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γ線エネルギースペクトルの一例 

γ線エネルギー(keV） 

１ 

１０ 

１０２ 

１０３ 

カ
ウ
ン
ト
数 

計測開始1時間後（23.3.26） 

0            500                         1,000                      1,500 

I-131 

Cs-137 

※：他に自然界には存在しない 
   Cs-134、Cs-136、I-132、Te-132   
   を検出 
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先進技術推進センターのγ線核種分析結果 

収集年月日 

23.3.26 

23.3.28 

23.3.30 

23.4.1 

３ 

５ 

７ 

９ 

収集高度 

約3,200 
～ 
約5,600m 

約2,300m 

約2,300m 

約1,000m 

収集空域 

百里－新潟 

百里－新潟 

百里－新潟 

福島沖 

I-131 Cs-137 

28.3 

5.9 

12.8 

11.6 

1.1 

1.2 

0.6 

2.8 

検出核種濃度
（mBq/m３ ） 
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全機関のγ線核種分析結果（１） 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

3/243/253/263/273/283/293/30

m
B
q
/
m
3
 

月／日 

：センター測定 

収集空域 百里－新潟 検出核種 I-131 

【他機関の測定結果は、文部科学省ホームページ：「防衛省航空機による大気中 
 の放出放射性物質の放射能濃度のモニタリングの測定結果」より引用】 
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全機関のγ線核種分析結果（２） 

収集空域 百里－新潟 検出核種 Cs-137 

0

1

2

3

3/24 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30
月／日 

m
B
q
/
m
3
 

：センター測定 

【他機関の測定結果は、文部科学省ホームページ：「防衛省航空機による大気中 
 の放出放射性物質の放射能濃度のモニタリングの測定結果」より引用】 
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先進技術推進センターの全β放射能濃度分析 

ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ事故 
1986.4.26 

ｽﾘｰﾏｲﾙ事故 
1979.3.28 

   1974  1976  1978  1980  1982  1984  1986  1988  1990  1992  1994  1996  1998  2000 2002 2004 2006 2008 2011 

福島原発事故 
2011.3.11 

大気圏核実験時代 

全β放射能濃度の年間平均値 
西暦年 

平
均
放
射
能
濃
度
（
m

B
q/

m
3 ）

 

3回（百里－新潟：
3/26,28,30）の平均値 

104 

 
 
103 

 
 
102 

 
 
101 

 
 
100 

 
 
10-1 
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ま と め 

● 緊急時における迅速な放射能測定対応を実施 

    昭和３６年以来、毎月、高空塵測定の歴史 

○  「測定の継続」及び 「技術の継承」が重要 

● 文部科学省ホームページでデータを公開中 

   「防衛省航空機による大気中の放出放射性物質の 

     放射能濃度のモニタリングの測定結果」

http://radioactivity.mext.go.jp/ja/other_MOD_airborne_monitoring/ 
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